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・7月の大雨による被害対策・復旧の予算が可決されました
・「県議会への意見」募集結果を公表しました
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一般質問一般質問

河川の安全性について、ハザード
マップや洪水が発生する確率であ
る「年超過確率」(P5①)など、客観
的な数字に基づく情報を県民に周知
しながら、今後、豪雨災害対策を進
めていく必要があるのではないか。

（知事）今後は、河川整備を加速す
るとともに、住民の防災意識向上
に向けた対策も進める必要がある。
　そのためには多額の予算が必要
であり、数年は他の公共事業など
に一定程度制約が生じても、抜本
的な治水対策を短期間で強力に推
進する。併せて、県民に河川整備
に要する期間や経費、安全度など
を示して理解を得ながら、ソフト・
ハード両面で水害に対する防災力
の向上を図る。

7月の大雨で被災した農地・農業
施設の早急な復旧が求められるが、
建設業者の技術者不足などにより
入札不調が発生している。工事の
遅延により、営農再開に支障が出
ないよう、対策が必要ではないか。

（農林水産部長）今後、市町村等が
実施する工事は県工事の現場代理
人が兼務できる工事数の拡大など
により対応するほか、資材高騰を
踏まえた最新単価を適用した工事
価格で算出するよう指導していく。
　建設業協会に対しては、災害復
旧工事の入札参加を重ねて要請し
ているほか、発注済みの圃

ほ

場整備
などは、来年度の営農に支障がな
い範囲で工事の一時中止や工期の
延長を行うなど、柔軟に対応しな
がら、被災箇所の早期復旧に努める。
　

新スタジアムは建設場所が明確で
はなく、整備・運営を行う特別目
的会社も設立できない。このよう
な状況を打開するために、何が必
要と考えるか。

（知事）建設場所については、外旭
川地区の農地からの変更を含め、
様々な角度から検討する必要があ
るほか、整備手法も公設・民設それ
ぞれの場合の経費負担のあり方な
どについて整理する必要がある。
　事業の早期着手に向けては、ま
ちづくり関連の計画全体の整理や
スタジアムの整備・運営手法に係
る合意形成などについて、秋田市
が進めている作業の進捗を踏ま
え、関係者がしっかりと議論し、
望ましい方向を協議する。

北上線、花輪線などは、近い将来、
路線のあり方を検討する再構築協
議会(P5②)の取組が必要になるこ
とが想定される。沿線自治体は一層
の利用促進に取り組むと思うが、県
としてどのような支援を行うのか。

（知事）県では、これまで、両路線
の利用促進に向けて、研究会や調
整会議を主催するとともに、両県
の自治体やJR東日本などと組織
する利用促進協議会を母体に、ア
イディアを出し合い、活性化策を
実行に移すための作業を進めてお
り、今後、これらの取組を通じて、
運行の持続化を目指す。
　国には、地域活性化への貢献や
災害時のリダンダンシー(P5③)機
能などを適切に評価し、しっかり
とした対応を講ずるよう求める。
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10人の議員が一般質問を行いました。
各議員の主な質問と知事等の答弁の要旨を掲載します。

八橋運動公園内の建設候補地には、
歴史のある丘や緑地などがある。
現在の体育館と隣接する駐車場の
敷地を活用してはどうか。工事期
間中、他の体育館を利用してもら
うことも可能であり、10億円近い
新たな負担をしなくてもよい。

（知事）提案のプランは、当該駐車
場が津波浸水想定区域であり、県有
施設の整備に馴染まない。体育館の
解体期間などを考慮すると、令和
10年秋の開館予定が1年以上遅れ、
中高生の全県大会等のスポーツ拠
点が5年以上失われる事態になる。
　様々な条件や意見を総合的に勘
案し、丘周辺を建設場所に選定した
ものであり、公園全体の機能や魅力
が更に高まるよう、秋田市とも十分
に相談しながら整備を進める。

糖尿病の重症化リスクの高い方へ
の受診勧奨が全市町村において同
じ条件で行われるよう、統一した
基準を示すべきではないか。また
糖尿病重症化予防に向けた更なる
取組の推進を働きかけるべきでは
ないか。

（知事）今後、秋田県糖尿病重症化
予防対策推進会議において、市町
村の意見も聴きながら、県として
推奨する抽出基準を提示するな
ど、受診勧奨を行う望ましい対象
者の範囲について協議を行う。
　糖尿病重症化予防プログラムの
効果的な実施と、重症化予防に向
けた取組の更なる推進に向け、県・
市町村協働政策会議において、積
極的に働きかけていく。

土壌中のカドミウムをほとんど吸
収しない新品種「あきたこまちR」
への令和7年の全面切替について、
安全性や風評被害などを心配する
声が大きくなっている。今後の作
付けをどのように行うつもりか。

（知事）切替えは、海外の米のカド
ミウム基準値が厳しく、国内基準
が見直しされても対応できるよう
にするためのものである。農業団
体からは、国内販売に加え、輸出促
進も見据え、速やかな切換えを要
請されており、国内外の消費者に
安全な米を安定的に供給していく
ことが重要と考える。
　生産者や消費者には、導入の背
景や正しい情報を積極的に発信す
るなど、理解醸成を図り、基本的に
令和7年の切替えを目指す。

宇宙航空研究開発機構（J
ジ ャ ク サ

AXA）能
代ロケット実験場は、液体水素に
関する実験ができる国内で唯一の
公的機関である。水素関連産業を
県の主要施策に位置付け、実験場
の拡充をJAXAや国に働きかける
べきではないか。

（知事）超高圧液体水素に関する実
証試験の国内最大の拠点として整
備されることは、水素関連産業の
県内集積につながる。
　能代市とともにJAXAとの連携
を一層強め、水素供給業者や宇宙
航空企業などによる実証試験の受
入れ環境の整備を支援するほか、
施設の機能強化や拡充を国に働き
かけていく。
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一般質問一般質問

将来、生活習慣病や心臓病を発症
するリスクの高い子どもを早期発
見し早期治療につなげるため、小
児生活習慣病の予防健診と遺伝性
のある家族性高コレステロール血
症のスクリーニング(P5④)を実施
するべきではないか。

（知事）学校で行われる健康診断の
結果、肥満傾向にあると判断され
た児童・生徒に対する医療機関へ
の受診勧奨のほか、望ましい生活
習慣が身に付くよう、各学校にお
いて授業や保健指導等を通じた取
組が行われている。
　小児生活習慣病の予防健診は、
香川県が独自に実施している事例
の情報収集を行うとともに、全国
の動向を注視していく。
　

現在運用されている八郎湖の洪水
放流基本計画は、平成28年に作成
されたものだが、今後集中豪雨の
回数や雨量が増えると想定し、水
位基準と事前放流を柔軟に運用す
る旨を盛り込むなど見直しが必要
ではないか。

（農林水産部長）基本計画では、大
雨が想定される場合、7月は水位を
70cm程度まで下げることを可能
としている。今回の大雨では、この
計画に基づき、水位を事前に低下
させ、降雨が本格化してからは、海
側の水位に留意しながら、水門を
全門開放し日本海に流下させた。
　近年の大雨時における防潮水門
の運用実績や水位変動等を整理し、
改めて効果的な運用について、市
町村や利用者等と意見交換を行う。
　

今後、介護施設が被災した場合、
学校や公民館など一般の避難所に
要介護者が避難する状況もあり得
る。大規模災害に備えた、避難所
における要配慮者への対応を聞き
たい。

（知事）市町村に対して、ハード面
が整っている拠点的な施設に、車
いすの配備を進めるなど、機能充
実を図るよう働きかけるととも
に、県と市町村が分担して実施し
ている共同備蓄も見直しを行い、
多様な避難者の受入れを想定して
必要な備蓄物資を適切に確保する。
　今回、被災した介護施設が入所
者を他の施設に速やかに避難させ
た好事例については、市町村と情
報を共有しながら、積極的に横展
開したい。

意欲的に挑戦する小規模事業者に対
し、設備導入の助成や資金調達のた
めの金融機関・県の伴走支援など、
一歩踏み込んだ支援を行うことで、
食品製造業者全体の底上げにつなげ
ていく必要があるのではないか。

（知事）食品産業振興ビジョンを策
定し、小規模事業者を支援するこ
とで、1事業所当たりの製造品出
荷額等を2割向上させる目標を掲
げ、今年度は、商品改良や若い世
代の意欲的な設備導入等の取組を
支援している。
　また、新たに配置した伴走コー
ディネーターを中心とした支援
チームのサポートや、事業者同士
の連携・協働の取組への支援など、
実効性のある施策を展開し、食品
産業全体の底上げを図っていく。
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10人の議員が一般質問を行いました。
各議員の主な質問と知事等の答弁の要旨を掲載します。

保育料や副食費、医療費の助成な
ど、全国同様の支援策から抜き出
たインパクトのある支援策として、
児童手当を、国の拡充に伴い、更に
上乗せし給付してはどうか。今後
の少子化対策の方針を聞きたい。

（知事）最近の学識経験者の指摘
を踏まえると、児童手当などの子
育て支援の充実と出生数の増加に
は、必ずしも相関係が見られない。
　今後は、従来からの子育て支援
の充実を進めながらも、人口減対
策の根源である少子化対策とし
て、若年女性の定着・回帰など、若
者の社会減対策に重点を置き、若
者が本県での暮らしに夢と希望を
持って就職し、結婚できる環境づ
くりに力を入れる。
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農業の更なる発展と農業人材の確
保のため、果樹試験場等の研究機
関や農業高校があり、農業産出額
が県内で1位の横手市、2位の大仙
市がある県南地域に、農業大学校
や農業専門職大学を設置すること
はできないか。

（知事）県による新たな大学等の設
置は、多額の財政負担や少子化に
伴う学生数の減少などにより、現
実的には困難である。
　県立大学ではアグリビジネス学
科の設置のほか、アグリイノベー
ション教育研究センターを核に、
スマート農業等最先端技術の開発
や学習機会の提供などを行ってい
る。引き続き、農業高校と大学との
連携強化など、農業の幅広い分野
で活躍できる人材の育成に努める。
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一般質問一般質問

次期総合防災情報システム(P7①)
は、気象や雨量、河川水位などの情
報から避難を発令すべき地域が自
動で抽出されるなど大幅な省力化
と迅速化が期待される。次の災害
に備え、令和9年度の導入開始時期
を前倒しすべきではないか。

（知事）次期システムは市町村と連
携して整備を進めていくことにし
ており、災害が激甚化・頻発化する
中にあっても、住民の安全・安心が
確保できるよう、搭載する機能に
ついて市町村としっかりと議論を
行う必要があると考える。
　また、システム開発やその検証
に一定の期間を要することから、
現実的に前倒しは難しいものの、
できる限り早期に運用開始できる
よう努める。
　

どのような基準で優先度を判断し
治水対策を進めていくのか。また、
これまでの河川整備の課題をどう
捉え、今後の対策に活かすのか。

（知事）災害復旧に併せて河川改修
を実施するなど、家屋浸水被害の
あった河川を優先して改修を進
めてきており、被害軽減に一定の
効果があったと認識している。し
かし、昨今の異常気象を踏まえれ
ば、河川改修のみで被害を完全に
防止することは財政的、物理的に
難しい。
　今後は、県民の安全・安心を確保
するため、流域の多くの関係者が
連携し、河川改修のほか、雨

う

水
すい

の排
水対策や土地利用規制、情報発信
等、ハード・ソフト一体となった流
域治水の取組を推進していく。　

例年にない頻度でクマの目撃と人
身被害が発生し、学校周辺にも出
没している。対策を強化する必要
があるのではないか。

（知事）先般緊急対策会議を通じ、
県民の自衛意識を高める注意喚起
を要請した。また、捕獲が進むよ
う市町村と密接に連携するほか、
クマの生息密度を下げるための捕
獲方法などを検討・試行し、人身被
害防止対策を強化する。
（教育長）目撃情報を受けた場合、
校内放送や緊急メールにより注意
喚起するほか、ボランティア等と
協力し、登下校の見守り活動を強
化している。今後も児童生徒への
意識啓発や学校での防止対策を徹
底し、安全・安心な生活を送ること
ができるよう努める。　

本県の地熱発電の適地は豪雪地帯
が多いため、サーバの冷却に雪国
の気候を生かす「データセンター
工業団地」など、秋田にしかできな
い工業団地の整備を目指してはど
うか。

（知事）提案の工業団地整備は、雪
の貯蔵などに課題があるものの、
社会活動を阻害する雪を資源とし
て利用する斬新な取組である。
　地元市町村と連携しつつ、冷熱
エネルギーに関する技術開発の動
向や先進事例の情報収集に努めな
がら、地熱や水力発電からの安定
した電源を活用した、内陸部の産
業団地の整備について、可能性を
探っていく。
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A

Q

Q

A

A

髙
たかはし

橋豪
ごう

議員
［会　派］自由民主党
［選挙区］仙北市

高
たかはし

橋健
けん

議員
［会　派］自由民主党
［選挙区］湯沢市雄勝郡

防災体制と避難情報の発信
－次期総合防災情報システムの整備－

国土強靱化計画
－抜本的な治水対策－

再生可能エネルギーの
導入促進と産業振興

－地熱発電を活用した産業振興－

クマ対策
－人身被害防止対策－

録画
映像

M O V I E

録画
映像

M O V I E

一般質問

一般質問
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10人の議員が一般質問を行いました。
各議員の主な質問と知事等の答弁の要旨を掲載します。

国に、太平川を含む雄物川水系の特
定都市河川(P7②)指定を求め、治水
に取り組むべきではないか。また、
詳細な水害想定を行うために官民
挙げた協力体制が必要ではないか。

（知事）太平川については、住民の
声や報道機関の情報のほか、浸水
家屋の分布情報も反映し、国の協
力のもと、洪水量や内水氾濫の影
響等の解析を進めている。
　特定都市河川の指定は有効な手
法だが、指定には、河川の下水道の
整備や雨水貯留の方針等の策定が
必要なほか、一定規模以上の土地
から流出する雨水量を増加させる
行為が許可制となるなど、多くの
規制が伴うことから、流域治水協
議会において、国や秋田市と調整
を図りながら検討する。
　

【
①
次
期
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
】

【
①
次
期
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
】

秋
田
県
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
は
、気
象
、

災
害
情
報
等
の
収
集
・

伝
達
を
行
う
た
め
に

構
築
し
た
、
県
、
市
町

村
、
消
防
本
部
等
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
。

次
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
デ
ー

タ
収
集
の
自
動
化
や

情
報
表
示
・
発
信
の

充
実
な
ど
、機
能
の
高

度
化
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

【【
②②
特
定
都
市
河
川
】

特
定
都
市
河
川
】

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
河

川
の
こ
と
。
指
定
さ
れ
る
と
、
河
川
堤
防
や
雨
水
貯
留
施
設
等

の
ハ
ー
ド
整
備
が
計
画
的
・
集
中
的
に
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、一

定
の
開
発
行
為
が
制
限
さ
れ
る
。。

【【
③③
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

対
面
（
オ
フ
ラ
イ
ン
）で
は
な
く
、複
数
の
方
々
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
つ
な
が
り
、交
流
す
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
。

学生向けの就活情報サイト「こっ
ちゃけ」を活用するなど、転出者に
対して継続的に働きかけることによ
るオンラインネットワーク(P7③)
づくりを進め、関係人口として構築
していく必要があるのではないか。

（あきた未来創造部長）転出者に秋
田への関心を持ち続けてもらうた
め「こっちゃけ」の登録者に旬の話
題や新たな情報等を発信するとと
もに、本県で活躍する若手先輩社
会人と学生との交流会を開催す
るなど、秋田の情報や人と接する
きっかけづくりを進めている。
　転出者同士をつなぐオンライン
ネットワークについては、その需
要や他自治体の動向も踏まえ、今
後どのような手段が適しているか
考えていく。　

Q

A

Q

A
武
たけうち

内伸
のぶふみ

文議員
［会　派］自由民主党
［選挙区］秋田市

Glossary
用語解説用語解説

水害復旧対応と安全・安心なまちづくり
－特定都市河川の指定と水害対策に

向けた協力体制の整備－

若年者の転出前の取組と
転出後の関係人口づくり

－転出者への働きかけと関係人口づくり－

録画
映像

M O V I E

一般質問

網掛けは機器の整備等を行う部分

回線の増強
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会計年度任用職員に係る報酬等支給事務の効率化を図るため、給与システムを改修する
とのことだが、これにより業務に関する負担は大幅に軽減されるのか。

現在は、総務担当者が給与計算に加え、年末調整等の付随業務を行っている。今回のシ
ステム改修を行った場合の業務改善効果を試算したところ、一人当たり年間約130時間の業務時
間の削減が見込まれ、大幅な業務改善が図られると考えている。

合計特殊出生率の低下が続く中、若い世代からの出産
適齢期に関する教育なども重要だと思うが、県としてどのような
取組を実施しているのか。

小・中学生、高校生には、年齢に応じた副読本を配付し、
授業で活用してもらい、自らのライフプランを意識する機会を提
供している。大学生には大学の講座で妊娠に関する知識などを
伝え、若年社会人には合同入社式等でリーフレットを配付するな
ど、世代に応じた啓発活動を行っている。また、本県では26歳が
婚姻数のピークであり、平均初婚年齢よりも早い年齢で結婚する方が多い現状などを伝えながら、
結婚を希望する方への早めの行動を呼びかけていきたい。

7月の大雨により被害を受けた農地について、被害が広範囲に及んでいる箇所などは、単
年度で工事を完了できない場合があると思うが、どう対応していくのか。

基本的には、来年の営農に間に合うよう、年度内の工事完了を目指していくが、被害が大
きく復旧まで期間を要する箇所については、被災農家に復旧の目処を説明した上で、できるだけ
早期の完了に向け対応していきたい。

水稲新品種「あきたこまちR」の安全性や、令和7年からの切替
えの必要性について、生産者や消費者などに対し、どのように周知して
いくのか。

今般、県やJAグループ、主食集荷業者等で構成する「あきたこ
まちR生産・販売推進本部」を新たに立ち上げたところである。今後、
各地域で説明会を開催し、リーフレットの配布を行うとともに、県ウェブ
サイトやSNS等、様々な媒体を通じて情報発信することにしている。生
産者や消費者に理解を深めていただけるよう、取り組んでいきたい。

7月の大雨によって県営住宅に一時入居している被災者
は、入居可能期間が令和6年3月末までとなっている。被災住居の
修繕等も追いついておらず、損傷が激しい住宅など、年度内の復旧
が困難な場合でも、期限を過ぎれば退去しなければならないのか。

今回の一時入居は、収入を問わずに無償で住宅を提供
するという例外的な取扱いである。原則として期限を超えた入
居はできないが、今後、一時入居者の意向調査を実施した上で、
様々な事情を勘案しながら、対応を検討していきたい。

県内は、2年連続で大規模な自然災害に見舞われたこともあり、引き続き、多くの復旧工
事の発注が想定されるほか、将来的には、新県立体育館などの大規模な建築工事も控えているた
め、建設産業における人材確保策をこれまで以上に進めていく必要があるのではないか。

これまでも業界団体と連携し、人材確保に取り組んできたが、来年度からは、市町村や建
設業協会と各地域における人材確保策を個別具体に検討する場を新たに設けるなど、一歩踏み込
んだ対策を進めていきたい。

副読本
（考えよう ふるさと秋田とわたしの未来）

県営住宅

秋田市河辺の被災農地

総務
企画
委員会

農林
水産
委員会
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Q

Q

Q

Q

Q
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A

A

A

A

A

建設
委員会

委員会審査（予算特別委員会分科会審査）委員会審査（予算特別委員会分科会審査）
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高齢化が進む本県では、ICTや介護ロボットの活用など、国のモデルとなる取組を率先し
て実践するべきではないか。また、介護業界は人手不足がより深刻であるため、人材確保を進める
必要があるのではないか。

ICT等の導入支援に関して県内企業と連携を図り、介護人材の確保・育成に向けて、教
育部門とともに情報発信したい。人員が充足している事業所は福利厚生等が充実し、職場の雰囲
気も良い傾向にあるため、好事例として紹介して介護業界のイメージ改善を図りたい。

クマによる高齢者の被害が多いため、テレビや新聞による広報
を行うなど、高齢者の目にとまる工夫が必要ではないか。また、例年、捕
獲頭数は上限に達していないため、県全体の捕獲能力を上げていく取組
が必要ではないか。

市町村へチラシの配布による注意喚起を依頼したところだが、
テレビや新聞などを利用した広報についても検討したい。平成29年度
から、捕獲従事者を増やす様々な取組を行っており、近年は新規の免許
取得者が毎年100名を超えているため、今後も継続したい。

「令和4年度秋田県公営企業会計決算の認定」について、電気事業では、老朽化している
発電所の設備投資に関する計画は立てているのか。また、工業用水道事業において、工業用水の新
規利用者の開拓の状況はどうか。

電気事業については、現在行っている鎧
よろい

畑
は た

発電所と田沢湖発電所の大規模改良に向けた
調査を踏まえ、事業計画を慎重に検討していく。工業用水道事業については、昨年度は産業廃棄物
関連の企業に供給を開始したが、今年度は現時点では新規加入が決まっている企業はなく、様々
な情報ネットワークを通じて開拓に努めている。

「新県立体育館整備事業」について、専門的・技術的な観点か
ら支援を受けるアドバイザーは、新体育館だけでなく、八橋運動公園の
丘や緑地など、公園機能の維持・向上に関しても助言できる経験を持っ
ているのか。

アドバイザーは、様々な地域における体育館やアリーナの整備
に携わってきた実績があり、これまでの経験を生かした技術的助言がで
きると考えている。

子どもたちの英語能力、特に「話す力」を育むためには、ネイティブスピーカーと接する
機会を増やすことが重要と考える。国際教養大学との連携は、そうした機会の確保に効果的なの
ではないか。

これまでも、イングリッシュキャンプやALT（外国語指導助手）の増員等、ネイティブな英
語に触れる機会を多く設けてきた。今後は、タブレット端末の活用に加え、国際教養大学との連携
も前向きに考えていきたい。

県内で特殊詐欺被害の発生が後を絶たず、被害額も増加して
いる。これまで実施してきた啓発活動に加え、更なる被害防止対策が必
要だと考えるが、どのように取り組んでいくのか。

特に被害の多い高齢者宅への巡回連絡を強化するとともに、コ
ンビニエンスストアとの連携を図り、電子マネー販売時の声掛け訓練等
を通じて、特殊詐欺被害防止への意識を醸成するなど、より一層の広報
啓発活動に努めていきたい。

アリーナ（イメージ）

特殊詐欺被害防止ポスター

集落周辺で目撃が相次ぐツキノワグマ
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各委員会の審査における質疑答弁要旨を掲載します。
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令和5年第1回臨時会及び第3回定例会〈9月議会〉表決状況

議
案
等

件　名
※�下記以外の議案等については全
会一致で可決されました。
※�第1回臨時会、9月議会の本会
議における表決状況は右の二次
元コードからご覧になれます。

議
決
月
日
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決
結
果

表
決
者
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賛
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者
数
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明

小
山
　
緑
郎

小
野
　
一
彦

鈴
木
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々
木
　
雄
太

杉
本
　
俊
比
古

鈴
木
　
健
太
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藤
　
信
喜

今
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雄
策

髙
橋
　
武
浩

北
林
　
丈
正

竹
下
　
博
英

原
　
幸
子

工
藤
　
嘉
範

加
藤
　
鉱
一

柴
田
　
正
敏

川
口
　
一

鶴
田
　
有
司

鈴
木
　
洋
一

山
形
　
健
二

佐
藤
　
正
一
郎

三
浦
　
茂
人

渡
部
　
英
治

三
浦
　
英
一
　

櫻
田
　
憂
子

薄
井
　
司

小
原
　
正
晃

石
田
　
寛

加
藤
　
麻
里

沼
谷
　
純

加
賀
屋
　
千
鶴
子

松
田
　
豊
臣

佐
藤
　
光
子

知事提出 令和4年度秋田県公営企業会計決算の認定について（認定第1号） 10月5日 認定 40 39 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

9月11日第１回臨時会 10月5日

委員会審査委員会審査
「あきたこまちR」への切替えについて、様々な不安を抱く生産者がいる中、カドミウム

対策の不要な地域にまで行う必要があるのか。令和7年からの全面切替を見送る考えはないか。
今後、食品衛生法上の基準値が世界基準の見直しに合わせて、厳しくなる可能性があ

り、一部地域だけでなく全県的な対応が必要となる。国内外に、より安全・安心な米を提供す
るため、全面切替し、厳しい基準での米づくりに率先して取り組むことで米産県秋田の強みに
つなげたい。

新県立体育館の建設場所について、現在地での建て替え等の意見もあるが、その場合、
バスケットボール男子のＢリーグ・プレミアへの参入に影響はあるのか。

既存体育館の解体が加わるため、完成が1年以上延
びることから、令和10年秋のシーズン開幕からの供用開始を
参入条件としているＢリーグ・プレミアの審査に通らない見込
みとなる。また、県立体育館が5年近く使用できないことから、
各種大会等で体育館の利用を予定している県民にとっても支
障が生じることが想定される。10月2日 10月3日

予算
特別
委員会

Q

A

録画
映像

M O V I E

各常任委員会では、審査の参考にするため、県内外の先進事例の視察や調査を行っています。

総務企画委員会県内調査
9月6日（水）、7日（木）の日程で次の視察先を訪ねました。

①��東成瀬テックソリューションズ株式会社�
②��高

た か

茂
も

合名会社／ヤマモ味噌醤油醸造元�
③�P

ピ ル ツ

ilz株式会社�
④�浅舞酒造株式会社
⑤�M

マ イ ク ロ ソ フ ト

icrosoft�B
ベ ー ス

ase�Y
ヨ コ テ

okote
⑥�大松川ダム

農林水産委員会県内調査
8月29日（火）、30日（水）の日程で次の視察先を訪ねました。

①�秋田県水産振興センター�
②��大規模肉用牛団地　農事組合法人大

だ い し ん

進農場
③�中国木材株式会社能代工場
④�能代市轟

とどろき

地区園芸メガ団地

　このほか、福祉環境委員会が鹿角・北秋田地域において、産業観光、建設、教育公安の各委員会が由利・仙北
地域において、それぞれ調査を行いました。10月、11月も調査が行われます。

東成瀬テックソリューションズ（株）の視察

園芸メガ団地の視察

Q

A

❿



自民：自由民主党　みらい：みらい　立民：立憲民主党　社民：社会民主党　つなぐ会：次の世代につなぐ会　共産：日本共産党　公明：公明党　きらり：きらり
賛否欄　「○」：賛成　「×」：反対　「議」：議長　「欠」：欠席　

議
案
等

件　名
※�下記以外の議案等については全
会一致で可決されました。
※�第1回臨時会、9月議会の本会
議における表決状況は右の二次
元コードからご覧になれます。

議
決
月
日

議
決
結
果

表
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

自　民 自　民 みらい 立民 社
民

つ
な
ぐ
会

共
産
公
明
き
ら
り

高
橋
　
健

武
内
　
伸
文

小
棚
木
　
政
之

髙
橋
　
豪

瓜
生
　
望

島
田
　
薫

宇
佐
見
　
康
人

住
谷
　
達

児
玉
　
政
明

小
山
　
緑
郎

小
野
　
一
彦

鈴
木
　
真
実

佐
々
木
　
雄
太

杉
本
　
俊
比
古

鈴
木
　
健
太

佐
藤
　
信
喜

今
川
　
雄
策

髙
橋
　
武
浩

北
林
　
丈
正

竹
下
　
博
英

原
　
幸
子

工
藤
　
嘉
範

加
藤
　
鉱
一

柴
田
　
正
敏

川
口
　
一

鶴
田
　
有
司

鈴
木
　
洋
一

山
形
　
健
二

佐
藤
　
正
一
郎

三
浦
　
茂
人

渡
部
　
英
治

三
浦
　
英
一
　

櫻
田
　
憂
子

薄
井
　
司

小
原
　
正
晃

石
田
　
寛

加
藤
　
麻
里

沼
谷
　
純

加
賀
屋
　
千
鶴
子

松
田
　
豊
臣

佐
藤
　
光
子

知事提出 令和4年度秋田県公営企業会計決算の認定について（認定第1号） 10月5日 認定 40 39 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

人手不足解消のための規制緩和等� 5件
⃝�海外人材、副業、兼業、テレワーク、主婦、高齢者、障
がい者など多様な人材を受け入れる。特に海外人材
の受け入れは重要と考える。
⃝�現状の規制が、どのような経緯で制定・改正されたの
か示した上で議論を行う。新しい規制1件につき2件の
規制を廃止する2対1ルールなどを導入してはどうか。

「あきたこまちR」への全量転換� 5,883件
⃝�消費者にも生産者にもほとんど情報がない中で全量
転換を決めてしまったことは大問題で、期間を延期
の上、議論する場を設けるべきである。
⃝�カドミウム汚染水田が全体の2～ 3％ならば、そのた
めに秋田県全体で「あきたこまちR」に切り替える必
要はないのではないか。
⃝�生産者も消費者も、「あきたこまち」と「あきたこま
ちR」のどちらを生産・消費するか、選択できるように
すべきである。
⃝�カドミウム吸収抑制のための出穂前後の湛水管理と
収穫後の含有量検査は、生産者にとって金銭的、精神
的に非常に重い負担であり、導入は受け入れるべき
と考える。

暮らしを支える地域公共交通� 3件
⃝�ライドシェア（相乗り）の解禁とタクシーの定額乗り
放題、自動運転を導入する。

新県立体育館の整備� 3件
⃝�八橋運動公園への建て替えでは、駐車場の確保が大
変である。中途半端な施設ではなく沖縄アリーナの
ような規模の施設を作る意欲で取り組んでもらい
たい。

観光振興のための二次交通� 4件
⃝�自転車を乗せることができる電車を運行し、自転車で
の観光を促進したらどうか。

テーマ１ テーマ６

テーマ７

テーマ８

テーマ９

テーマ10

テーマ11

テーマ２

テーマ３

テーマ４

テーマ５

結婚・出産の希望を叶えるために� 7件
⃝�女性がどのような結婚、出産を望んでいるかに耳を傾
ける。出産後1年程度はいつでも何でも相談できる本
当の伴走ケア体制が必須と考える。
⃝�結婚サポーター等に一定の権限を持たせて、もっと結
婚支援を強化すべきではないか。

コロナ収束後の人口減少対策� 11件
⃝�大卒者が就職したくなる県内企業を増やすことと共
働き世代が仕事と家事を両立できる環境を整備する
ことが必要と思う。
⃝�高校まで公立私立授業料無償化、大学も授業料支援な
ど、もっと教育に力を入れるべき。そうすれば、子育
て世代は秋田に戻って子育てをすると考える。

地域の医療� 3件
⃝�二次医療圏の広域化が示されたが、県民の理解は難し
いと感じる。地域医療とは、どこに住んでいても同じ医
療サービスが受けられることが一番の安心と考える。

部活動の地域移行� 3件
⃝�専属の運転手付き大型バスを導入し、保護者が自家
用車で送迎する負担を減らしたり、外部コーチへの
謝礼を行政から直接支給する制度などを整備してほ
しい。

高齢ドライバーの事故防止� 4件
⃝�ライドシェア（相乗り）の解禁とタクシーの定額乗り
放題、自動運転を導入する。
⃝�自分の体調や認知力を適切に評価し、免許返納という
合理的な判断ができる能力の育成や運転をやめるこ
との利点を周知することが必要と考える。

行政用語の「平易化」� 3件
⃝�カタカナや英語ではなく、漢字とひらがなを織り交ぜ
た方が分かりやすいと思う。

「県議会への意見」募集結果「県議会への意見」募集結果
議会の審議や政策提言の参考にするため、7月20日から8月21日まで意見募集したところ、
たくさんのご意見をお寄せいただきました。その一部を紹介します。

全文はこちら→

�
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議会レポート議会レポート
●令和5年第1回臨時会
■期日 7月28日
●議案の議決状況

知事提出議案
■予算　

◆ 令和5年度秋田県一般会計補正予算（第3号）
11億5,475万円

●令和5年第3回定例会〔9月議会〕
■期間 9月11日～10月5日（25日間）
●議案の議決状況

知事提出議案
■予算　

◆ 令和5年度秋田県一般会計補正予算（第4号）
32億1,169万円

◆ 令和5年度秋田県一般会計補正予算（第5号）
164億4,513万円

◆ 令和5年度秋田県下水道事業会計補正予算
（第1号）（債務負担行為限度額（追加分））

123億3,260万円
ほか2件

補正予算の主なもの
❶ 7月の大雨による被害対策

「災害復旧対策事業」
161億9,102万円

 　�被害を受けた土木施設、農業用施設の復旧な
どを行う。

「医療・福祉施設災害復旧事業」 
5億1,119万円

「被災事業者再建支援事業」 
3億2,615万円

�　�被害を受けた事業者の再建・事業継続を支援
するため、施設・設備等の復旧に要する経費
を助成する。

❷ 新秋田元気創造プランに基づく事業　
「新県立体育館整備事業」

5,491万円

�　�新県立体育館整備のPFI※事業者選定に向けた
実施方針の策定や建設地の測量等を実施する。

PFI…�民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を
活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新
や維持管理・運営を行う公共事業の手法

可決 1件

可決 5件

採択 1件

認定 2件

可決 2件

7月の大雨による被害対策
主な内容
　被害を受けた世帯に対して見舞金を支給する。

YouTube

可決された意見書

　◆ 国土強靱化の強力な推進に必要な予算の確保
を求める意見書

　◆ 私学助成の充実強化等に関する意見書

採択された請願

　◆  私学助成に関する意見書の提出について

議会開催予定
令和5年第3回定例会（10月議会）

令和5年10月16日（月）～11月2日（木）
令和5年第3回定例会（12月議会）

令和5年11月28日（火）～12月22日（金）
※ 現時点での予定です。変更となる場合は、

秋田県議会ウェブサイトでお知らせします。

テレビ広報「県議会のしおり」
奇数月の最終日曜日にABS秋
田放送で17時10分から放送。
次回は11月26日（日）。
これまでの放送はYouTubeでも
配信しています。

 広報に関するアンケート
県議会が行っている広報（ソーシャルメディ
ア、広報紙、テレビ広報番組）について、アン
ケートを実施します。知りたい情報、見たい
内容など、県民の皆様のお声をお聞かせくだ
さい。ぜひ、ご協力をお願いします。

アンケートはこちらから→
◎回答期限
　令和5年11月23日（木）

■決算
　◆ 令和4年度秋田県公営企業会計決算の認定に

ついて（認定第1号）　ほか1件　
■条例　
　◆ 市町村への権限移譲の推進に関する条例の一

部を改正する条例　ほか2件
■その他　
　◆ 負担付きの贈与の受入れについて　ほか8件

可決 3件

可決 9件

⓬


